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遊居 －不安定の中を移ろう－
ゆ　う　き ょ

１. 多動的生活への転換 ３. 多動的に暮らすための建物構成物

1. 躯体 ( 常設物 ) 3. 居場所 ( 仮設物 )

2. 足場 ( 半仮設物 ) 4. シェルター (地下空間 )

５. 変化に合わせたふるまいのイメージ ６. 一日の中で移り変わる居場所

電気は環境を安定させる役割を持ち、それゆえに建築や生活の中に境界をつくり、場所を固定化させてきた。
電気を使わない家では、そのような固定的な空間や仕組み、内外の境界、人と人との境界を解体して生まれる不安定の中に身を置き、状況を楽しむように自らの居場所をつくる。
その時々の環境の変化に合わせて多動的に暮らすことは電気を使わないことで可能になる新たな生活様式となる。
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２. 環境差の大きい場所に暮らす
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大通り

電気は照明、空調、冷蔵庫などを媒体とし、環境や場所を一定の状態に保ち続ける役割を担い、
建築もまた閉じた内部をつくることで、外部環境の影響を受けにくい安定した空間を提供し
てきた。電気からの脱却はそのような安定した環境を解体し、内側と外側で変化する不安定
の中で多動的に暮らす新たな生活様式を生み出す。

一般の集住に比べ
建物自体は最小限
のつくりのため毎
月の家賃を抑える
ことが可能である。
維持費や電気代は、
入居者が居場所を
作るための材料費
や足場移設の費用
に置き換わる。

多動的に暮らすため、躯体や季節毎に移設する足場を居場所づくりの取っ掛かりとして提案する。

「シェアハウス」という形式は所有
の境界が曖昧な本建物の構成と相
まって、入居者同士のコミュニティ

を形成し、協力して建
物全体をかたちづくる。
また、「賃貸」という形
式は入居者の入れ替え
を生み、多動的な暮ら
しを支えるシステムを
つくる。

常設でつくる建築は
柱梁のみで構成し、
居場所を作る拠り所
とする。

夏期は昼間の日射や西日を遮蔽するた
め、南側および西側に足場を高く設け
メッシュシートなどで外側を覆い、敷
地内に涼しい環境をつくり出す。

中間期は仮設の手掛かりとなる足場を
敷地全体に点在させることで、自然光
と自然風を多く取込めるかたちをとり、
偏りなく居場所が生まれる。

冬期は躯体を取り囲むように足場を配
置し、上から透明の布材で全体を覆う
ことで、冷たい風を遮りつつ日射熱を
内部に取り込む。

入居者は一日の中で
環境の変化を読み取
り、居場所を移す。
夜間の寝床となる場
所は状況にあわせた
最低限の囲いをつく
り、そこを拠点とし
て日中は好きな場所
で仕事や食事、読書
などをしたりしてそ
れぞれの時間を過ご
す。台風などの悪天
候時は地下のシェル
ターで過ぎ去るのを
待つ。下層階には共
用空間を設け、入居
者それぞれが適度な
距離感を保ちながら
生活する。

躯体に取り巻く足場
は動線となり、季節
の変化に合わせ移設
する想定。

入居者はそれぞれ自
由に居場所を作り、
状況に合わせて移動
する。

地下に最小限の安定
した空間を設けるこ
とで、多動的生活を
バックアップする。

敷地は東京都内、品川区と目黒区の区界付近に位置する。南側に大通りに、北
側は昔川が流れていた谷状の地形を活かした遊歩道に面し、南北で敷地内に「高
い－低い」、「明るい－暗い」などの差があり、町のスケールも「高層－低層」
の差が道路を挟んで見られる環境差が大きい場所である。
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